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I.はじめに

泥炭の堆積速度は気候,地形,泥炭を構成する植物の種類,泥炭の分解度,堆積後に起こる

物理 ･化学的風化とくに圧密などによって空間的にも時間的にも異なる.すなわち,泥炭の堆

積速度は泥炭地の内的条件およびこれをめぐる外的条件によっても支配されるので,その値は

古環境を集約的に表現したものとして重要な意味を持つとされている (Sakaguchi,1961;阪

U,1974;相馬,1992).換言すれば,泥炭の堆積速度は,古気候変化や泥炭地の成長過程に

応じて,時代的にその値が変化するだけでなく,同時代に形成された泥炭層であっても地域

(気候条件)や泥炭地内での位置によっても堆積速度は異なるのである (たとえば,zoltai,

1991).このことは,ヨーロッパ (ソ連を含む),北米,日本などにおける従来の多数の研究

で指摘されてきた (たとえば,sakaguchi,1961;Neustadt,1984;Dodson,1986;

Svensson,1988;Ovenden,1990;ZoltaiandVitt,1990;相馬,1992;Ⅹorhola,1994).

例をあげれば,カナダにおける完新世泥炭の平均堆積速度は,高緯度地域に比べて低緯度地域

の方が大きいこと (ovcndcn,1990),南スウェーデンのStoreMosse湿原では,完新世後半に

おける泥炭の堆積速度の時期的変化が,気候変化に伴う湖水位の変動によって泥炭構成植物が

変化したことに起因していること (svensson,1988)などが報告されている.

さらに,泥炭の堆積開始時期についても長期的にみれば気候の湿潤化 ･冷涼化の指標となる

ことから,泥炭層基底 (最下部)の14C年代も注目されてきた (たとえば,ovenden,1990;

Knrh()la,1995;小泉ほか,1984).

一般に,泥炭の堆積速度を求める方法としては,時代の特定された遺物 ･遺構,噴出年代が

1mm/年という値が普及し,作業仮説の段階で使用されてきた (たとえば,阪口,1974).

日本における泥炭の堆積速度は,Sakaguchi(1961),阪口 (1974),Sakaguchietal.

(1982),叶内 (1991),相馬 (1992)などによって,主に山地湿原の値が報告されてきた.

日本の泥炭地の広い面積を占めるのは,臨海部の沖積低地に発達するものである (阪U,

1974)が,沖積低地に発達する泥炭層の堆積速度に関しては,北海道低位泥炭地における堆積

速度を0.9-1.0mm/年 (阪口,1974)と報告されている程度であり,体系的にまとめた資料は

それほど多くないのが現状である.また,従来一般に使用されてきた1mm/年という泥炭の

堆積速度も,細かくみるとわずかなデータの中でも0.5-1.5mm/年 (阪口,1974)と幅があ

る.さらに,上記の北海道低位泥炭地の値についても,堆積速度を求めるに際に基準となった

年代値はごくわずかであり,火山灰層の深度などから間接的に推定される場合も多く,再検討

の必要があろう.

海津 (1990)は,臨海沖積低地に発達する泥炭層の形成期は海面変化との関わりが深く,港

面上昇速度が鈍化,あるいは海面が安定または低下した完新世初期と完新世後半期に,顕著な

泥炭層の形成が認められることが明らかとされている.本研究では,このうち完新世後半に形
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成された沖積層の最上部に発達する泥炭層についてとりあげる.本州以西の場合,沖積低地に

発達する泥炭層は,台地の開析谷に発達する泥炭層以外は,一般的に無槻物が混入する場合が

多く,また連続性もよくないため泥炭自体 (植物遺体およびその分解物のみから構成される泥

炭)の堆積速度を求めるのが困難な場合が少なくない.その点,北海道の場合は上砂供給が比

較的少ないため,垂直的に連続性の良い泥炭層が発達している.

筆者は完新世における北海道海岸低地の古環境変化を解明する過程で,沖積層最上部の泥炭

層に関する多数の14C年代資料を得た (大平ほか,1994;大平 ･海津,1994;大平,1995;大

平 ･海津,1995a,1995b).本研究では,この資料と従来報告されてきた北海道における完新

世泥炭の14C年代をもとに北海道北部海岸低地における泥炭の平均堆積速度,地域別の北海道

第1表 北海道北部(日本海沿岸 ･宗谷湾沿岸)の海岸低地における泥炭層の14C年代

Table1 14CdatesofpeatfromtheHo】∝enesedimentsofcoastallowlandsinnorthernHokkaido

(facingSeaofJapanandSoyaBay)

試料採取地点 標高(深度)m 拭 料 14C年代(yrsBP) コード番号 文献

グロベツ原野

豊富町西豊富 5.60(Z,48) ▲泥炭
Z.30(5.70) 泥炭
2.05(5.95) 泥炭
1.45(6.55) 泥炭

豊吉町芦川

豊富町落合

豊吉町豊徳
豊吉町青畳寓

豊吉町稚咲内
幌延町書類
幌延町下沼

1,970±Z90
1,960±Z40
3,540±Z70
3,380±160

1.35(6.65) ▲泥炭 3,9ZO±160
1.15(6.85)植物片(混炭質シルト)5,110±270

1.71-1.21(6.50-7.00)渥庚
Z.10-1.60(4.50-5.00) 泥炭
4.25(1.75) 混炭
4.15(1,85) ▲泥炭
0.05(1.95) ▲淀炭
5.68(1.40) 泥炭
3.ZO(3.80) ▲泥炭
(1.48) ▲泥炭
(Z.70) 泥炭

1.733-1.713(1.15-1.17) 泥炭
1.403-1.883(1.48-1.50) 泥炭
匂.903-0,883(1.98-2.00) 泥炭
-0.107- -0.137(2.99-3.02) 泥炭
-珍.617--0.637(3.50-3.52)▲泥炭

稚内大沼(声周JI/任地)
稚内市樺岡

稚内市恵北

稚内市恵北
稚内市更喜苫内
抜海任地

4.63(～.10)
4.99(1.65)
4.61(1,90)
3.98(～.68)
3.27(1.40)
～.10(～.15)
1.67(～.15)
(1.25)
Co.1(4.10)
(1.35)

稚内市抜海 (Z.00)
(2.10)
(～,68)

礼文鼻
久種湖

NUTA-ZO78 大平(1995)
NUTA-2181 〝

NUTA-2182 〝

NUTA-2627 〟

NUTA-Z6Z8 〝

NUTA-Z629 〝

ラ,ZIO±310 NUTA-ZZ03 〝

Z,248±180 NUTA-2633 〝

1,970±450 NUTA-2183 〝

1,980±280 NUTA-ZZ01 〝

1,860±230 NUTA-Z198 1I

1,Z30±ZSO NUTA-Z199 〝

4,270±450 NUTA-ZZOO 〝

1,790±Z30 NUTA-2743 〝

1,OZO±170 NUTA-Z74Z 〝

Z,860±60 TK-637 Soko9uChietoI.(1985)
3,020±4Q TK-638 〝

5,550±70 TK-639 11

4,060±60 TK-648 11

4,650±70 TK-641 11

▲泥炭 4,210±230 NUTA-2747 大平･海津(19958,b)
▲泥炭 4,360±140 NUTA-3010 〝

▲泥炭 3,610±168 NUTA-3735 〝

▲泥炭 3,610±170 NUTA-3㈲9 1,

▲泥炭 Z,400±130 NUTA-3156 〝

▲泥炭 2,640±150 NUTA-3736 〝

▲泥炭 1,648士ZIO NUTA-Z746 〝

▲泥炭 4,768±268 NUTA-3158 11

▲泥炭 3,848±Z48 NUTA-Z745 〝

▲泥炭 1,300±140 NUTAl3157 11

▲泥炭 Z,910±Z60 NUTA-4Z48 大平(未公表)
▲泥炭 3,648±Z50 N〕TA-4247 11

▲泥炭 3,948±150 NUTA-4244 〝

-0.02(2.51)植物片(渥炭質シルト)1,7㈲ ±ZIO NUTA-707 熊野ほか(1991)
-1.OZ(3.51)植物片(泥炭文シルト)1,660±80 NUTA-709 〝

▲泥炭層基底(最下部)
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第2表 北海道北部 (オホーツク海沿岸)の海岸低地における泥炭層の14C年代

Table214CdatesofpeatfromtheHol∝enesedimentsofcoastallowlandsinnorthernHokkaido

(thcingSeaofOkhotsk)

駄科採取地点 標高(深度)m 拭 料 14C年代(yrsBP) コード番号 文献

クッチャロ湖
オンネウシナイ川

ヤスベツ川石堂構
成R/JJ/I店地

枝幸町モーツ

サロマ湖
北西部

官B平野

岐阜

岐阜台地開析谷

中央群

銀定期
北西鮮嘉多山

4.0-3.7(0.8-1.1) 泥炭

2,8-2.6(～.0-～,～) 泥炭

1.8-1.55(3.0-3.ZS) ▲泥炭
-15.30--15.35 泥炭(bdSOl

O.Z～0.0(Z.0-Z.Z) ▲淀炭

1.35-1.～(0.85-1.0) 混炭

-0.4--0.5(1.8-1.9)▲泥炭
Z.Z(0.36)トコロ火山灰川直下 泥炭

0.6-0,5(0.65-0.75) 泥炭
トコロ火山灰=直下 泥炭

Z,㈱ ±190
4,350士100
5,348±140

peat)9,050±1㈲

5,040±148

1,310±148

4,420±80
950±48

3,360±150
1,080±100

(2.0-2.1) 粘土賞泥炭 1,190±150
(Co.1.3)トコロ火山灰=謹上 粘土賞混成 6ZO±110

(Co.1.6) 泥炭賞粘土 2,950±70

10.12--0.15(0.4Z～0.45)▲泥炭 310±65

Kト166 前田(1984)
KL-155 〝

KL-157 〝

N-3992 松島(1982)

KL-159 前田(1984)
KL-168 〝

TK-648 平井(1987)
TK-649 11

KL-160 前田(1984)

GoK-11366 Sokogu⊂hietoL(1985)
GdK-11368 JJ

Gt⊃K-11374 〝

〟

N-4967 平井(1987)

▲泥炭層基底(最下部)

海岸低地の平均堆積速度の違い,内陸盆地 ･山地湿原との平均堆積速度の比較などについて検

討した.さらに,完新世における泥炭の平均堆積速度は,その地域の気候条件を考えるひとつ

の指標となりうることから,ヨーロッパ ･北米における泥炭地との比較を行った.

Ⅲ.北海道北部海岸低地における泥炭層の14C年代

北海道における泥炭地は,沖積低地に大規模なものが集中しており,石狩川流域,釧路川流
域,天塩川流域でその面積の大半を占めている (阪口,1974;Sakaguchi,1979).北海道北

部には,サロベツ原野,大沼周辺地域 (声間川下流低地),クッチャロ湖周辺地域などの広い

泥炭地が発達している.

ここでは,北海道北部を北緯440以北の地域とし,現在まで得られている完新世泥炭の14C
年代資料を示す (第 1表,第2表).14C年代が得られている泥炭層は,ほとんどが完新世後

半のものであり,完新世初期の基底裾炭 (basalpeat)の年代はクッチャロ湖に流入する河川

の沖積層中でわずかに得られているにすぎない.この傾向は,北海道の海岸低地に共通してお

り,10,000BP頃の年代を示す泥炭は,内陸部の盆地堆積物や丘陵 (更新世段丘)開析谷の堆積

物から得られる場合の方が多い.

北海道北部の海岸低地における泥炭の堆積開始時期 (泥炭層基底の14C年代)に注目する

と,5,000-4,000BPに集中する傾向があり,相対的海面低下 ･気候の冷涼化との関連が指摘さ

れている (前田,1984;大平ほか,1994;大平,1995).
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llL.舵炭の平均堆積速度 とその算出方法

泥炭の堆積速度を求める場合,泥炭層基底から最上部までの多数の層準で14C年代が得られ

ている地点が多ければ,堆積速度の時期的変化や泥炭地内での堆積速度の違いなどを詳細に議

論することができる.しかしながら,このような条件をそろえている地点はきわめて少ない.

よって,本研究では泥炭の層厚 (m)を縦軸に,泥炭の14C年代 (BP)を横軸にとってグラフ
(層厚一年代グラフ)化し,完新世後半における泥炭の平均堆積速度として議論を行う.

また,沖積低地の泥炭地の場合は,河川からの土砂供給の影響を受けやすいため,泥炭層に

挟在物を含む場合 (もしくは,シルト質泥炭 ･泥炭質シルトとなっている場合)も多い.この

ような地点では,泥炭層の層厚が厚くなり,堆積速度が見かけ上大きくなってしまう.第 1図

は,第 1表と第2衣のすべてのデータについて,泥炭サンプルの地表面からの深度 (m)を縦
軸に,14C年代 (BP)を横軸にとったものである.1.()孤/年の平均堆積速度を示す直線から

人きくはずれる5サンプルは,いずれも無機質堆積物を挟在したボーリングコアから求められ

たものである.

そこで,本研究では挟春物がなく泥炭層のみが連続して発達している地点のデータを取り出

して,第2図以降のグラフは作成した.

る.すなわち,泥炭の堆積速度の違いは,圧密の影響度にも左右される (阪口,1974).硯

杏,北海道の海岸低地は,湿原から圃場 (牧場)へ改変された地域が少なくない.改変された

地域では一般に,排水路によって人工的に地下水位が下げられ,表層には客土が施される.

よって,泥炭層が圧密の影響を多かれ少なかれ受けていることが予測される.第2図は,第1

表と第2衣のデータのうち,自然状態の湿原において採取された泥炭と地表面が何らかの改変

を受けた地点で採取された泥炭とを分けてグラフ化したものである.これをみると極端に堆積

速度の遅い泥炭は,人工改変地点で得られたものであり,圧密の影響が指摘できるが,それ以

外はあまり大きな差はみられなかった.よって,第3図以降のグラフは,自然状態の地点と人
工改変地点で得られたデータをとくに区別していない.

lV.北海道北部海岸低地における泥炭の平均堆積速度

第3lxjは,北海道北部の海岸低地別に示した泥炭の層厚一年代グラフであり,サロベツ原

野,大沼周辺低地,抜海低地,およびオホーツク海沿岸低地を比較したものである.オホーツ

ク海沿岸の海岸低地は,各低地でのデータ数が少ないため,まとめてとりあつかった.

人 仁改変地点で得られた2サンプルを除けば,平均堆積速度は,0.4mm/午-1.2mm/年の値
のl吊二人ることがわかる.

低地別の明瞭な差は認められないが,データの集中をみると,サロベツ原野,大沼周辺低

地,抜海低地のデータは,平均堆積速度0.8-1.0mm/年付近によく集まっているようである.

オホーツク海沿岸低地のデータは,それより傾きが小さく,平均堆積速度0.5mm/年付近に集
まっているようである.このことは,第4図により明瞭に読みとれる.

第4図は,日本海側沿岸低地 (宗谷湾沿岸の大沼周辺地域のデータを含む)とオホーツク海

沿岸低地にわけたグラフである.日本海沿岸の低地では,データのばらつきがかなり大きいも

のの,オホーツク海沿岸低地に比較 して泥炭の堆積速度は一般に大きいことがわかる.い い か

えれば,堆積速度が大きい地点が存在することが指摘できる.
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Figure6 Meanrates0fHolocenepeataccumulationofHokkaidoineachlandforms
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V.地域別 ･地形別にみた北海道における完新世泥炭の平均堆積速度
第5図は,北海道海岸低地の完新世泥炭の平均堆積速度を地域別に比較したものである.地

域は,気候条件を考慮して,北部,オホーツク沿岸部,東部,南西部に区分した.北部は北緯

44'3以北の日本海沿岸 (宗谷湾沿岸を含む)の地竣,オホーツクはオホーツク海沿岸の地域,

東部は根室湾沿岸～太平洋沿岸 (十勝川以東)にかけての地域,南西部は石狩一苫小牧低地帯

以酉の地域である.このグラフから東部と南西部は,北部と同様に,平均堆積速度は0.4mm/

午-1.2mm/年の範囲に入り,オホーツク海沿岸地域に比べて,泥炭の堆積速度が大きい地点

が存在することがわかる.

第6匪=ま,北海道における完新世泥炭の平均堆積速度を地形別に比較したものである.地形

は,海岸低地,丘陵 ･台地埋積谷,山地湿原,内陸盆地に区分した.山 地湿原のデータは高橋

(1992)などによる大雪山におけるものを,内陸盆地のデータは五十嵐ほか (1983)による剣

淵盆地と富良野盆地のものを引用した.このグラフから,地形別に泥炭の堆積速度が明瞭に異

なることが読みとれる.平均堆積速度は,海岸低地では0.4-1.2mm/守,山地湿原では(),2-

0.1m/午,内陸盆地と丘陵 ･台地埋積谷ではデータがきわめて少ないが,O.6mm/午,0.2-

0.3m/年をそれぞれ示す.よって,泥炭の平均堆積速度は,海岸低地についてはかなり幅が

あるものの,海岸低地>内陸盆地>山地湿原という関係があり,標高が大きくなるに従って平

均堆積速度が小さくなる傾向がある.

このように,北海道の中においても泥炭の平均堆積速度は地域 ･地形による多様性がある.

この原因は,ローカルな気候条件の違いや標高の違いによる降雪毒 ･融雪時期 ･植物の生育期

間 ･分解速度の違い,泥炭地内における条件 (地下水位 ･水生植物の構成種)の違いなど様々

な影響が考えられる.

第3未 完新世における泥炭の平均堆積速度の比較

Tablo:う ComParisonwithmeanratesofpeaIノaeCumulationduringtheHolocenc

地 域 平均堆積速度 (平均)m/year 文献

北海道北部海岸低地

日本海沿岸

オホーツク沿岸

北海道海岸低地

大雪山 ･山地湿原

東北南部 ･山地湿原

尾瀬ケ原

Soviet(7,700一-9,800BP)

(2,50()-7,7()OBP)

((トー2,5∩()BP)

S()llthSweden

Finland

Boreal&TemperateCanada

SljbarcticCanada

USA-Michigan

0.4- 1,2* 本研究

0.4- 1.2(0.8-1.0)* ',
0.4- 0.6(ca.0.5)* ク
0.4- I.2(ca.().8)* ク
0,2- 0.4(0.27)* 高橋 (1992)

>0.1- 1.0< 叶内(1991)

0.3- 1.3(0.7-0.8) 阪口(1974)

0.09- 1.91(0.63) SakagtlChi(1961)

0.12- 0.67(0.32) ',
0.2(ト 2.()O(0,99) '/
().2へ2.0(0.84)* Svensson(1988)

(0.87)*
0.49-0.70
0.23-0.34
0.2-∩.3

〟
Ovenden(1990)
〟

Mi一ler&Ft)tyTna(1987)

*:完新世後半 (約5,000BP以降)
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Ⅵ.完新世舵炭の平均堆積速度の比較

第3表は,完新世における泥炭の平均堆積速度を比較したものである.本州以西における海

岸低地の堆積速度に関する資料がなく,直接地域による違いを比較することはできないが,北

海道海岸低地の堆積速度は,尾瀬ケ原と同様の傾向を示している.ただし,山地湿原における

堆積速度についても,場所によって大きな差があることも指摘されており (叶内,1991),本

州においても最近までの泥炭の層厚 ･年代に関する資料を地域別 ･地形別に整理する必要があ

る.また,北海道海岸低地における泥炭の平均堆積速度は,ヨーロッパ,カナダの傾向と大き

くは異ならないようである.
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MeanRatesofPeatAccumulationinCoastalLowlands0fNorthernHokkaido

BaSedonRadiocarbonDatesduringtheHolocene

AkioOHIRA

DepaTtmentOlGeography,SchoololLetters,NagoyaUniyets1-ty
FuTO-Cho,Chllkusa-ku,Nagoya,464-01,Japan

Abstract

Meanrateofpeataccum ulationisthesyntheticindicatorofthelateQuaternary

environment.Itdependsonclimate,micro-1andformsofpeatland,peatformingplantsand

varioussite･specificconditions,andiscommonlyvariedbyregionandperiod.

Thepurposeofthisstudyistoreportthemeanratesofpeataccum ulationduringthe

lateHoloceneincoastallowlandsofnorthernHokkaidobasedonmanyradiocarbondates,

andtodiscussthevarietyofrateswhicharecalculatedindifferentcoastalreglOnSand
differentlandformsofHokkaido.

Theauthorshowstheradi∝arbonage-peatthicknessgraphsofHokknidoinvarious

indicators(Figure2,3,4,5,6).Andthevaluesormeanratesofpeataccumulationare

showninthedistributionaltendencyofthegraphs.

Themeanratesofpeataccum ulationofcoastallowlandsinnorthern Hokkaidoare

rangedfrom0.4to1.2mm/year,andtheaveragerateinthecoastofSeaofJapanis0.8to

1.0mm/year,thatinthe00astofSeaofOkhotskis0.5mm/yearrespectively.

InHokkaido,Holocenelong-termpeataccumdationratesofthecoastallowlandsare

higherthanthoseOfthemontanebog8,0.2to0.4mm/year,andth08eOftheinlandbasin,

0.6mm/year.

Meanrates0fpeataccumdationinHokkaidoarealmostinsameorderofthosein

northemEuropeandCanada(Table3).
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